
◆ 調査結果（竹野地域）
《 紋枯れ病・葉いもち病 》

（※25株調査）
《 ウンカ類・カメムシ 》

◆ 生育状況
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◆ 病害虫発生状況と今後の管理について

☆ いもち病

☆ 紋枯病

☆ ウンカ類・カメムシ類

☆ 水管理

☆ 農薬を散布する場合、隣接する野菜ほ場などに飛散しないように注意しましょう。

　いもち病は、少発生ながら多くの調査ほ場で、発生が見られました。
　いもち病は２５～２８℃前後で湿度が高いと発生しやすくなります。今後の天候により、葉いもち・穂いもち病の
多発も心配されるので、出穂前の防除をしましょう。

　紋枯病の発生は、一部ほ場で確認されました。
　紋枯病は高温年で発生が多くなります。昨年発生したほ場では特に注意が必要で、あぜぎわからよく発生しま
す。稲の茎に病斑が発生していないかよく観察しましょう。

　ウンカ、カメムシの発生は、現在のところ少ない状況です。
　カメムシは、特にイネ科雑草の穂が大好きです。田んぼの中のヒエなどは早期に抜き取りましょう。出穂２週間
前までに、あぜやほ場周辺の耕作放棄地の草刈りを行いましょう。それ以降は、雑草が穂をつけないようにこま
めに草刈りを行いましょう。

出穂前後２週間は、稲にとって最も水を必要とする時期ですので、水を切らさないように管理してください。
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